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２学年　沖縄修学旅行
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熊野高等学校

　12月３日～６日に沖縄修学旅行へ行きました。

12月でしたがマリン体験ができ、生徒からは「初め

てサンゴを触りました。」「テレビや動画ではなく実

際に海に潜り魚と触れ合えた今年最高の思い出。」

などの声が聞けました。他にも文化体験やクラス別

研修、美ら海水族館など沖縄を満喫しました。

　中でも、事前に平和学習（総合的な学習の時間）

で調べていた場所を実際に目で見、声（音）を聞

き、肌で感じることができたことは特に貴重な体

験となったようです。「ガマで、『広島の平和につ

いて知ってもらいたいなら、自分たちも世界の平

和について知るべきだよ。』と言われ、もっと平和

学習ができたらと思った。」「平和祈念資料館で、

生き残った人の『何故私は生きているのか』とい

う手記を読んだとき一瞬だけ呼吸が止まった。」

「『戦争を起こしたのが人なら戦争を止めたのも人』

と聞いたけど、『沖縄を明るい豊かな場所にしたの

も同じ人だ』ということを沖縄で感じることがで

きてよかった。」「戦闘機の音がすごかった。」など

“沖縄だからこそ”の感想を聞くこともできました。

“チャレンジdeチェンジ”という学年目標を一人ひ

とりが達成し成長できた有意義な修学旅行となり

ました。

■問熊野高等学校　☎854－４１５５
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「ひめゆりの塔にて」
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　熊野町は今年町制施行100周年になります。秋には「第15回和文化教育

全国大会広島熊野大会」が開催されます。全国からたくさんの人達が熊

野町を訪問されることは、子ども達にとっても有意義な場となることと

思います。

　熊野中学校の組曲『筆の都くまの』は今年度15代となり伝統となって

います。更に、熊野第一小学校の『筆が舞う』、熊野第四小学校の『三

石山の鼓動』も各校の子ども達が伝統として受け継ぎ、６年生は卒業へ

の夢や希望そして母校への感謝の気持ちを持って和太鼓演奏に取り組ん

でいます。１年生から５年生の子ども達は６年生の和太鼓演奏を聴いて

「ぼく達も、あのようにかっこよくなりたい。」とワクワクしながら聞い

ています。演奏している６年生の顔もそれを聞いている１～５年生の子

ども達の顔も真剣そのものです。

　この和太鼓合奏の作曲

者は熊野町在住の長野広

幸氏です。彼は熊野生ま

れ 熊 野 育 ち の 生 粋 の 熊

野っ子です。現在も熊野

町文化団体連絡協議会の

代表もしてくださってい

ます。長野氏がこの和太

鼓合奏を手がけられた時

の思いを聞いてみました。

「筆が舞う」・・・熊一小は最も歴史があり、かつ筆作りの中

心地に位置しているのでこの作品に仕上げました。

「三石山の鼓動」・・・熊四小では地域の方々も大切に継承している「三石山」をテーマに、地域と子ども

達が繋がる題材になるようにしました。

　長野氏は次のような談話も寄せてくださいました。「代々

地元で育っている家庭に限らず、新たに熊野に移り住んで

きた家庭の子ども達も『熊野に住んで良かった。熊野で学

んで良かった。』と思える学校生活の一助になればという

願いを、みんなで取り組む和太鼓アンサンブルという特性

を活かして、作品作りに願いを込めた」と。その作曲者の

思いを受けて子ども達は熱心に演奏に取り組んでいます。

　熊野第三小学校の運動会種目として３・４年生が受け継

いでいる『筆踊り』は既に15年以上になります。今では他

の小学校・中学校・高校にまで広がりました。熊野東中学

校の『筆魂　烈火東魂』、熊野第二小学校の『銭太鼓』な

ど先輩から後輩に受け継がれ、伝統となっている取り組み

が熊野の地に根付いていることを誇らしく思います。この和太鼓や児童の法被は、地域の皆さまからの寄

付金で用意されたことも、町をあげて子ども達を応援してくださっている地域の皆さまの心意気と思い、

感謝の気持ちで一杯になります。これからも「熊野っ子」を見守ってください。
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熊一小「筆が舞う」

熊四小「三石山の鼓動」
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第15回熊野将棋名人大会

郷土館展示のお知らせ

「堀野　眞理子の世界」

　公民館で講師をしていただいている堀野眞理子

さんの、作品を14点展示しています。筆の都にふ

さわしい作品です。

　ぜひ、ご覧ください。

▶期間‥平成30年４月１日（日）まで

▶開館日‥土・日・祝日　10：00～16：00

■所郷土館２階　■￥無料

※随時、展示を募集しています。希望される人

は、生涯学習課までご連絡ください。

 ■問生涯学習課☎820－５６２１

　将棋に興味があり、上手になりたいと思ってい

る人、将棋大会で腕試しをしてみませんか。

　小学生名人になるのは君だ!!

■時２月18日（日）

　受付9：00　開始9：30

■所くまの・みらい交流館

■￥一般（中学生以上）1,500円

　子供（小学生）400円

　（いずれも昼食つき）

▶競技方法‥Ａ・Ｂ・Ｃ級別

　　　　　（各三位まで、賞あり）

■申当日会場にてお申し込みください。

主催：日将連安芸熊野支部

 （生涯学習課）

訂正とお詫び

１月号のU20選抜競歩大会の記事（P15）において表記に誤りがありま

した。次のとおり訂正してお詫びいたします。

（誤）日本陸運公認コース　→　（正）日本陸連公認コース

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'18/２月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'18/２月号　－ 14 －子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会

いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15

子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
■申青少年育成くまの町民会議　事務局　生涯学習課　☎820-5621


